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第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
中
「
算
入
さ
れ
た
金
額
」
の
下
に「（
当
該
固
定
資
産
が
減
価
償
却
資
産
で
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
当
該
資
産
に
つ
き
既
に
そ
の
償
却
費
と
し
て
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の
額
に
算
入
さ

れ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
金
額
の
累
積
額
に
第
八
十
二
条
の
三
（
工
事
負
担
金
の
交
付
前
に
取
得
し
た
固
定

資
産
の
圧
縮
限
度
額
）
に
規
定
す
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）」を
加
え
る
。

第
八
十
三
条
の
三
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
賦
課
金
の
納
付
前
に
取
得
し
た
固
定
資
産
等
の
圧
縮
限
度
額
）

第
八
十
三
条
の
四

法
第
四
十
六
条
第
一
項
（
非
出
資
組
合
が
賦
課
金
で
取
得
し
た
固
定
資
産
等
の
圧
縮
額
の
損
金

算
入
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
は
、
同
項
の
賦
課
に
基
づ
い
て
納
付
さ
れ
た

日
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
固
定
資
産
の
帳
簿
価
額
（
改
良
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
改
良
に
係
る
部
分
の

帳
簿
価
額
）
に
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
の
う
ち
に
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額
の
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金

額
と
す
る
。

一

当
該
固
定
資
産
の
取
得
又
は
改
良
を
す
る
た
め
に
要
し
た
金
額

二

当
該
賦
課
に
基
づ
い
て
納
付
さ
れ
た
金
額
の
う
ち
前
号
に
掲
げ
る
金
額
に
達
す
る
ま
で
の
金
額

第
九
十
一
条
中
「
保
険
差
益
金
の
額
の
意
義
」
を
「
保
険
金
等
で
取
得
し
た
代
替
資
産
等
の
圧
縮
限
度
額
」
に
改

め
、
同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

前
号
に
掲
げ
る
金
額
（
法
第
四
十
七
条
及
び
第
四
十
八
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
か
つ
た
部
分
の
金
額
並

び
に
同
号
の
保
険
金
等
に
係
る
他
の
固
定
資
産
に
つ
き
法
第
四
十
七
条
又
は
第
四
十
八
条
の
規
定
の
適
用
を
受

け
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
適
用
に
係
る
部
分
の
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
の
う
ち
当
該
取
得
又
は
改
良
に
充
て

た
額

第
百
十
一
条
の
四
中
「
第
五
十
五
条
第
三
項
第
三
号
（
不
正
行
為
等
に
係
る
費
用
等
）」を
「
第
五
十
五
条
第
四
項

第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
五
十
五
条
第
三
項
（
不
正
行
為
等
に
係
る
費
用
等
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
額
は
、
同
項
の
資
産
の

販
売
又
は
譲
渡
及
び
資
産
の
引
渡
し
を
要
す
る
役
務
の
提
供
に
係
る
法
第
二
十
二
条
第
三
項
第
一
号
（
各
事
業
年

度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
の
通
則
）
に
掲
げ
る
原
価
の
額
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
資
産
（
法
第
五
十
五
条
第
三
項
各

号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
の
取
引
に
係
る
も
の
を
除
く
。）が
次
の
各
号
に
掲
げ
る

資
産
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

購
入
し
た
資
産

当
該
資
産
の
購
入
の
代
価
（
引
取
運
賃
、
荷
役
費
、
運
送
保
険
料
、
購
入
手
数
料
、
関
税

（
関
税
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
二
（
定
義
）
に
規
定
す
る
附
帯
税
を
除
く
。）そ
の
他
当
該
資
産
の
購
入
の

た
め
に
要
し
た
費
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
費
用
の
額
を
加
算
し
た
金
額
）

二

自
己
の
製
造
等
（
製
造
、
採
掘
、
採
取
、
栽
培
、
養
殖
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
行
為
を
い
う
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
資
産

当
該
資
産
の
製
造
等
の
た
め
に
直
接
に
要
し
た
原
材
料
費
の
額

三

前
二
号
に
規
定
す
る
方
法
以
外
の
方
法
に
よ
り
取
得
（
適
格
分
社
型
分
割
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
現
物

分
配
に
よ
る
分
割
法
人
、
現
物
出
資
法
人
又
は
現
物
分
配
法
人
か
ら
の
取
得
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。）を
し
た
資
産

そ
の
取
得
の
時
に
お
け
る
当
該
資
産
の
取
得
の
た
め
に
通
常
要
す
る
価
額

四

適
格
合
併
、
適
格
分
割
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
現
物
分
配
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
適
格
組
織
再
編

成
」
と
い
う
。）に
よ
り
移
転
を
受
け
た
資
産

当
該
資
産
が
当
該
適
格
組
織
再
編
成
に
係
る
被
合
併
法
人
、
分

割
法
人
、
現
物
出
資
法
人
又
は
現
物
分
配
法
人
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
被
合
併
法
人
等
」
と
い
う
。）に
お

い
て
第
一
号
か
ら
こ
の
号
ま
で
に
掲
げ
る
資
産
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
当
該
被
合
併
法
人
等
に
お
け

る
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
号
に
定
め
る
金
額

第
百
十
二
条
の
二
第
三
項
第
二
号
中
「
の
最
も
早
い
も
の
」
を
「
が
最
も
早
い
も
の
（
当
該
通
算
法
人
が
五
年
前

の
日
後
に
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
他
の
通
算
法
人
の
う
ち
当
該
通
算
法
人
と
の
間
に
最
後
に
支
配
関

係
を
有
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
が
最
も
早
い
も
の
）。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
通
算
親
法
人
等
」と
い
う
。」に
、「
通

算
法
人
に
係
る
通
算
親
法
人
の
」
を
「
通
算
親
法
人
等
の
」
に
改
め
、「（
当
該
通
算
法
人
が
通
算
親
法
人
で
あ
る
場

合
に
は
、
他
の
通
算
法
人
の
設
立
の
日
の
う
ち
最
も
早
い
日
）」を
削
り
、
同
号
イ
中
「
当
該
通
算
法
人
に
係
る
通
算

親
法
人
（
当
該
通
算
法
人
が
通
算
親
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
他
の
通
算
法
人
の
い
ず
れ
か
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。）」
を
「
他
の
通
算
法
人
」
に
、「
が
あ
る
」
を「（
通
算
完
全
支
配
関
係
を
除
く
。）が
あ
る
」
に
、「
通
算
法
人

に
係
る
通
算
親
法
人
が
」
を
「
他
の
通
算
法
人
が
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
当
該
通
算
法
人
に
係
る
通
算
親
法
人
」

を
「
他
の
通
算
法
人
」
に
、「
当
該
通
算
親
法
人
」
を
「
当
該
他
の
通
算
法
人
」
に
改
め
、「
間
に
支
配
関
係
」
の
下

に「（
通
算
完
全
支
配
関
係
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
ハ
中
「
が
あ
る
」
を「（
通
算
完
全
支
配
関
係
を
除
く
。）が
あ

る
」
に
、「
を
設
立
す
る
」
を「（
当
該
通
算
法
人
が
通
算
親
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
他
の
通
算
法
人
の
い
ず
れ
か
。

ハ
に
お
い
て
同
じ
。）を
設
立
す
る
」
に
改
め
る
。

第
百
十
九
条
の
三
第
五
項
中
「
及
び
第
七
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
」
を
削
り
、「
こ
の
条
」
を
「
こ
の
項
」に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
除
く
」
の
下
に
「
。
第
七
項
に
お
い
て
「
発
行
済
株
式
等
」
と
い
う
」
を
加
え
、
同
条
第
二
十
四

項
を
同
条
第
二
十
七
項
と
し
、
同
条
第
二
十
一
項
か
ら
第
二
十
三
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
二
十
項

第
一
号
中「（
非
適
格
合
併
等
に
よ
り
移
転
を
受
け
る
資
産
等
に
係
る
調
整
勘
定
の
損
金
算
入
等
）」を
削
り
、
同
項
を

同
条
第
二
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
を
同
条
第
二
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
か
ら
第
十
八
項
ま
で
を
三
項

ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
十
四
項
中
「
株
式
を
」
を
「
株
式
（
出
資
を
含
む
も
の
と
し
、
移
動
平
均
法
に
よ
り
そ
の

一
単
位
当
た
り
の
帳
簿
価
額
を
算
出
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条

第
十
二
項
中
「
第
七
項
に
」
を
「
第
十
項
に
」
に
改
め
、「
前
日
」
の
下
に「（
利
益
剰
余
金
期
中
増
加
及
び
期
中
配
当

等
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
対
象
配
当
等
の
額
を
受
け
る
時
の
直
前
）」を
加
え
、「
第
八
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に

改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
七
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
十
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、

同
条
第
十
一
項
中
「
第
七
項
に
」
を
「
第
十
項
に
」
に
、「
に
は
、
同
項
」を「（
対
象
配
当
等
の
額
に
係
る
基
準
時（
第

（
賦
課
金
で
取
得
し
た
固
定
資
産
等
の
取
得
価
額
）

第
八
十
三
条
の
五

協
同
組
合
等
が
そ
の
有
す
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
法
第
四
十
六
条
第
一
項
（
非
出
資
組
合
が
賦

課
金
で
取
得
し
た
固
定
資
産
等
の
圧
縮
額
の
損
金
算
入
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に

よ
り
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
た
金
額
（
当
該
固
定
資
産
が
減
価
償
却
資
産

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
資
産
に
つ
き
既
に
そ
の
償
却
費
と
し
て
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損

金
の
額
に
算
入
さ
れ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
金
額
の
累
積
額
に
前
条
に
規
定
す
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し

た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
は
、
当
該
固
定
資
産
の
取
得
価
額
に
算
入
し
な
い
。

第
八
十
五
条
第
一
項
中
「
に
、」を
「
に
圧
縮
基
礎
割
合
（
」
に
、「
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
」
を
「
を
い
う
。）を

乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
（
同
項
に
規
定
す
る
代
替
資
産
又
は
損
壊
資
産
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
代
替
資
産
等
」

と
い
う
。）が
当
該
事
業
年
度
前
の
各
事
業
年
度
に
お
い
て
取
得
又
は
改
良
を
し
た
減
価
償
却
資
産
で
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
金
額
に
第
三
号
に
掲
げ
る
金
額
の
う
ち
に
第
四
号
に
掲
げ
る
金
額
の
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金

額
）」に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

前
号
に
掲
げ
る
金
額
（
法
第
四
十
七
条
及
び
第
四
十
八
条
（
保
険
差
益
等
に
係
る
特
別
勘
定
の
金
額
の
損
金

算
入
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
部
分
の
金
額
並
び
に
同
号
の
保
険
金
等
に
係
る
他
の
代
替
資
産
等
に
つ
き

法
第
四
十
七
条
又
は
第
四
十
八
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
適
用
に
係
る
部
分
の
金
額
を

控
除
し
た
金
額
）
の
う
ち
当
該
代
替
資
産
等
の
取
得
又
は
改
良
を
す
る
た
め
に
要
し
た
金
額
に
達
す
る
ま
で
の

金
額

第
八
十
五
条
第
一
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

当
該
代
替
資
産
等
の
取
得
又
は
改
良
を
す
る
た
め
に
要
し
た
金
額

四

そ
の
保
険
金
等
の
支
払
を
受
け
る
日
に
お
け
る
当
該
代
替
資
産
等
の
帳
簿
価
額（
改
良
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
改
良
に
係
る
部
分
の
帳
簿
価
額
）

第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
算
入
さ
れ
た
金
額
」
の
下
に「（
当
該
固
定
資
産
が
減
価
償
却
資
産
で
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
当
該
資
産
に
つ
き
既
に
そ
の
償
却
費
と
し
て
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の
額
に
算
入
さ

れ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
金
額
の
累
積
額
に
第
八
十
五
条
第
一
項
第
三
号
（
保
険
金
等
で
取
得
し
た
代
替
資

産
等
の
圧
縮
限
度
額
）
に
掲
げ
る
金
額
の
う
ち
に
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
差
益
金
の
額
に
同
条
第
一
項
に
規

定
す
る
圧
縮
基
礎
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
の
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）」を

加
え
る
。

第
八
十
九
条
中
「
に
充
て
た
保
険
金
等
」
を
「
を
す
る
た
め
に
要
し
た
金
額
に
達
す
る
ま
で
の
金
額
」
に
、「
す
る

保
険
金
等
」
を
「
す
る
額
」
に
改
め
る
。
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